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1.調 査の概要

1995年7月 下旬より約3か 月間、標記のテーマで実態調査に従事することができた。最初の1

か月を調査のための資料収集 と準備にあて、残 りの2か 月を調査に費や した。語学留学の実態を

できるだけ立体的にとらえることを目指 して、語学学校におけるカリキュラム、教材、教授法な

どの客観的な事実を収集 ・記録す る一方で、教師や学生の個人的な情報 も集め られるように計画

した。

クライス トチャーチには15ほ どの語学学校があり、8校 から訪問の許可が下りた。その うち7

校にて授業観察するとともに、そこで学ぶ日本人学生を対象に(総 計123名)ア ンケー ト調査を

行 った。 さらに、学生18人 と教師3人 にインタビューがで きた。[表1参 照]

[表1]語 学学校別調査内容一覧

ア ンケ ー ト回答 者 数 イ ン タ ビ ュー 授 業 参 観
学校

男性 女性 男性 女性 初級 中級 上級 その他

A校842 1111

B校361 2

C校121223 11

D校482 11

E校81233 111

F校6102 11

G校822 1

H校 一 一 一 一
一 一 一 一 一

1校 一 一 一 一
一 一 一 一1

合計4974810 26333

※1訪 問で きた順 にA校 ～H校 と した。1校 は訪 問 して い ない。

※2H校 で は,コ ース の概 要 を聞 き,施 設 を案内 して い ただ いた のみ。

※31校 は,同 校 に勤 務 して い る教 師 に イ ンタ ビュー した のみ。



授 業 は、 な るべ く異 な った レベ ルの ク ラ スを 参 観 で きる よ うに依 頼 して 、 テ ー プ レコー ダ ー と

カ メ ラで記 録 した。 ア ンケ ー トと イ ンタ ビュ ーで は、 学 生 た ち の英 語 学 習 歴 、 留 学 に いた る まで

の経 過 、 語 学 研 修 の成 果 、 今 後 の予 定 な どを た ず ね た。 教 師 へ の イ ン タ ビュ ーで は、 日本 人 学 生

の 印象 や、 指 導 上 の 問題 点 を 中 心 にた ず ね た。

本 稿 で は、 こ う した調 査 結 果 の 分 析 を 中心 に、 ク ラ イ ス トチ ャー チ に お け る語 学 留学 の 実 態 を

報 告 した い。

2.ク ラ イ ス トチ ャー チ の 語 学 学 校

日本 か ら東 南 の方 角 約9,000kmの 位 置 に、 日本 の本 州 と九 州 を合 わ せ た ほ ど の 国 土 に わ ず か

人 口約354万 人 の ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド(以 下 、NZと 表 記)が あ る。 南 北2っ の 島 を 中 心 に数 多 く

の 小 島 か ら成 る この国 に は、 重 工 業 が あ ま り発 達 しな か った こと もあ って、 豊 か な 自然 が い た る

所 に残 され て お り、 新 鮮 で お い しい空 気 と水 を 味 わ え る。

ク ライ ス トチ ャー チ は、 南 島 の カ ンタ ベ リー平 野 の 中心 に位 置 す る。 人 口 は、 オ ー ク ラ ン ド、

ウ ェ リン トンに つ い で3番 目 の約32万 人 で あ る。 町 の 中央 部 を エ イ ボ ン川 が流 れ、 イ ギ リス で見

か け る よ うな落 ち着 い た町 並 が広 が り、"Garden City"と い う愛 称 で 呼 ば れ て い る。

訪 問 した8っ の学 校 の うち2校 を除 き、 す べ て ク ライ ス トチ ャー チ の中 心 部 に教 室 を持 ち、 日

本 、 韓 国 、 タ イ な ど の ア ジ ア 系 と ス イ ス 、 ドイ ツ な ど の ヨ ー ロ ッパ 系 の 学 生 た ち にESL

(=English as a Second Language)を 教 え て い る。 学 校 に よ って カ リキ ュ ラ ム に 多 少 の 違 い

は あ る もの の、 ほ ぼ次 の よ うな 内容 の英 語 教 育 を用 意 して い る。

・一 般 英 語 コー ス(General English Courses)と 資 格 試 験 コ ー ス(Exam Preparation Courses)

が 選 択 で きる。

・一 般 英 語 コー スで は、 到 達 度 別 に ク ラ ス編 成 を行 う。

・資 格 試験 と して は、Cambridge1、TOEFLの ほ か、IELTS2な どが あ る。

・6～8名 とい う小 人 数 の ク ラ ス編 成 を原 則 と して い る
。 公立 の語 学 学 校(2校)で は、 や や多

め の10～12名 を標 準 と して い る。

・午 前9時 頃～12時 前 後 、 午 後1時 前 後 ～3時 頃 と い う よ うな 時間 割 りで、1日5時 間、 週25時

間 ほ ど の授 業 時 間 を標 準 と して い る。

・教 師 はNZ人 、 オ ー ス トラ リア人 あ るい は イ ギ リス系 の有 資 格 者 。

・NZ人 の家庭 に ホ ー ム ス テ イ す る方 式 を奨 め
、 そ の あ っせ ん を して くれ る。

・週 末 に は様 々 な イ ベ ン トが計 画 され
、 好 き な活 動 に参 加 で きる よ うに な って い る。

3.ア ンケ ー ト調 査 の ね ら い

大 学 英 語 教育 学 会(JACET)の 行 っ た 実 態 調 査3の ア ン ケ ー ト項 目 を 参 考 に し な が ら、

『語 学 留学 に関 す る ア ンケ ー ト』 を 作成 した。 完 成 した調 査 用 紙 は、[A]あ な た 自身 に っ い て

(4項 目)[B]英 語 の 学 習 歴(3項 目)[C]語 学 留 学 の動 機 ・目的(2項 目)[D]語 学 研 修 に



ついて(12項 目)[E]日 本の英語教育について(4項 目)の 計24項 目か ら成っている。[A]で

は、性別、年齢、所属、海外での生活体験を、[B]で は、正規の英語教育以外の学習体験を、

[C]で は、語学留学の動機と目的をたずねた。[D]で は、語学研修の期間、授業のレベルと内

容、先生 ・学生の人数、住 まい、 自習時間などをたずね、語学研修の成果を自己評価 したり、 日

本で受けた授業 との違いを記述 してもらった。 さらに[E]で は、 日本の英語教育について評価

してもらうとともに、改善のための提言を述べてもらった。

アンケート調査 は、 日本の夏休みにあたる時期を避 け、95年9月 上旬から10月中旬にかけて実

施 した。夏休みは、NZに 限らず、いわゆる〈短期語学留学〉の典型で、滞在期間が2～3週 間

などときわめて短いものが多 く、語学研修に置かれる比重 も相対的に低 くなり、観光を兼ねた異

文化体験の色彩が強 くなる傾向が見られるように思 う。当然、 日本人学生の数が爆発的に増え、

8月 も終わりに近づく頃には、急減する。今回の調査では、海外での修学旅行的な気持ちで語学

学校に通うような学生を対象か らはず したいと考えた。

アンケートのねらいは、 したがって、英語力の レベルアップを目指 して比較的熱心に勉強に励

んでいる人たちを対象 に、その英語学習の過去と現在を明らかにしながら、NZで の英語教育を

受けてどのような成果を上げ、 どのような感想を抱いているのか、また、ひるがえって、 日本 に

おける英語教育に対 してどんな意見を持 っているのかを集約することにあった。

アンケート調査の結果を以下、4節 ～6節 に分 けて紹介するが、[資 料]に 、 自由記述部分を

除いた全結果を一覧できるように整理 したので、 ご覧いただきたい。

4.日 本人留学生の実態

(1)アンケート回答者

男性49名(40%)女 性74名(60%)、 合計123名 からの回答を得た。20～24歳 の年齢層が一番

多 く(51%)、 次いで15～19歳(22%)、25～29歳(20%)で あった。所属 は、「その他」 が圧倒

的に多かった(54%)。 これは、高校または短大 ・四大を卒業 してか ら日本を離れたためである。

次いで、社会人(19%)、 四大生(15%)と なっている。海外での生活経験がない人が55%、 経

験者も、その大半が3か 月以内である。

中学入学以前 に英語を学習 したことがある人は25%と 少ないが、中学校以降に課外で(自 分で)

英会話の勉強を した人は66%に のぼる。 また、英検などの資格試験を受 けたことのある人 は66%

であり、受けたことがなくても、その3分 の1に 相当する人が 「将来受 ける予定」と答えている。

NZで の語学研修期間は、「まだ始めたばかり」の人(15%)か ら 「始めて1年 を越える」人

(12%)ま で、さまざまである。 しかし、「6か月以内」の人をすべて合わせると全体の74%に 達

している。今後の滞在予定についても、「まだわか らない」(8%)か ら 「2年を越える」(7%)

までさまざまであるが、「6か 月以内」までに全体の67%の 人が入 っている。

単独でホームステイしている人が一番多 く(59%)、 次いで、 ほかの外国人学生 とアパー ト

(NZで は、flat=フ ラットと呼ぶ)に 暮 らしている人(16%)が 多い。



(2)留学 の動 機 ・目的

留 学 の き っか け は、 「英 語 圏 で 暮 らす の が 英 語 に上 達 す る よ い方 法 だか ら」 と い う の が も っ と

も多 く(51%)、 次 い で 「海 外 で 生 活 した い と思 って いた 」(44%)、 「英語 圏 の文 化 ・社 会 に触 れ

た か った」(33%)と な って い る。

目 的 と して は、 「日常 会 話 が で き る よ うに な るた め 」 が ほか を引 き離 して いる(55%)。 次 いで、

「英 語 力 の 全体 的 な レベ ル ア ップ」(40%)、 「仕 事 で英 語 を使 う」(25%)と な って い る。

(3)留学 生 の素 顔

ア ンケ ー ト用 紙 の最 後 に 「この回 答 に関 す る イ ンタ ビュ ー に応 じて もよ い と思 われ る方 は、 お

名 前 と連 絡 先 をお書 き くだ さ い」 と した と こ ろ、25名 の学 生 が応 じて くれ た。 ス ケ ジ ュ ー ル を調

整 して イ ンタ ビュー で き た の は、 この うち の18名 で あ っ た。

実 際 に会 って 話 を 聞 くと、 ア ンケ ー トの数 字 以 上 に、 実 に さ ま ざ ま な動 機 、 目的 、 計 画 でNZ

に来 て い る と い う こ とが わ か っ た。 こ こで は、18人 の中 か ら、 な るべ く異 な った年齢 層 の、異 な っ

た タ イ プ の留 学 生6人 を 選 び、 そ の素 顔 に迫 っ て み よ うと思 う。 以 下 、 年 齢 順 に紹 介 す る。

(ア)TKさ ん=大 学 志 望 型

C校 に て一 般 英語 コ ー ス の上 級 ク ラ ス に在 籍 して い る19歳 の女 性 。94年 春 に高 校 卒 業 後 、 専 門

学 校 の ホ テ ル科 に入 学 した。 専 門 学 校 に は海 外 留 学 制 度 が あ り、 そ の制 度 を利 用 して 、 入 学 後 す

ぐの5月 にNZに や って 来 た。 最 初 は9か 月 の予 定 で あ っ た が、 そ の ま まNZの 大 学 に入 って 勉

強 す る こ とに変 更 し、95年 の2月 に い ったん 日本 に帰 り、 専 門 学 校 の退 学 手 続 きな ど をす ませて、

再 びC校 に て英 語 の研 修 に励 ん で い る。

今 の と ころ、 ク ライ ス トチ ャー チ に あ る カ ンタ ベ リー大 学 、 リンカ ー ン大 学 あ る い は ポ リテ ク

ニ ー ク(高 等 専 門学 校)に 入 って 、 マ ー ケ テ ィ ング関 係 か 、 や は りホ テ ル関 係 の勉 強 を した い と

考 え て い る。 そ のた め に は、 例 え ばTOEFLで550点 以 上 と らな くて はな らな い の で 、 現 在 の ク

ラス か らCambridge CAEの コー ス に移 って、 さ らに英 語 力 を つ けた い と言 う。Cambridgeは 、

す で にPETとFCEに 合 格 して お り、 か な りの 実 力 が あ る と見 た。

在 籍 して い る ク ラ ス はC校 で も トップ レベ ル な のだ が 、 「レベ ル の 高 い ク ラ ス に 入 って い な い

と怠 け て しま うか ら、 必 死 に な って つ いて いか な くて はな らな い く らいの レベ ル の ク ラ ス」 で勉

強 しよ うと、 さ らに上 の ク ラ ス を 目指 して い る のだ と言 う。

ホ ー ム ス テ イ して い るが 、 そ こ に は子供 が3人(10代 前 半 の娘 ばか り)い る ほか、 韓 国 か らの

女 子 留 学 生(地 元 の高 校 に通 って い る)も い る。 通学 す る に はバ スを 乗 り継 い で1時 間以 上 か か

るが 、 勉 強 に打 ち込 め る環 境 が とて も気 に入 り、最 初 か らず っ と同 じ家庭 にい る。 ちなみ に、 ホー

ム ス テ イ代 は1週 間120ド ル(約9,600円)で 、3食 付 の うえ 洗 濯 も して も らえ る と の こ とで あ

る。

語 学 研 修 全般 につ い て 「とて も満足 」 して お り、 英 語 力 もす べ て の分 野 に わ た って成 果 が 「十

分 に あ っ た」 と 自己評 価 して い る。 そ う判 断 した理 由 は、1年 前 の5月(=16か 月 前)に は 、

Yes,Noで 答 え るの が精 一 杯 だ った の が、 日常 会話 は もち ろん の こ と、 テ レ ビを 見 て も わ か る



ようになったか らであると言 う。そんな彼女 も、NZに 来て5～6か 月たった頃にスランプに陥っ

たそうで、それまで順調に伸びてきたはずなのに、急に英語を聞きた く(話 したく)な くなり、

ホストファミリーの人とも話をしなかった時期があったと言う。

今の時点で一番感ずるのは語彙不足であり、中学校 ・高校を通 じてもっと単語の勉強をしてお

けばよかったと思 っている。 と同時に、 どれだけ単語を知っていても、 自分のものとして話せる

だけの知識を身につけていないとだめ、 ということも痛感 している。だから、語彙力をつけてか

ら留学するように、と後輩にア ドバイスを送 る。そ して、留学 してからは、赤ちゃんになったつ

もりでゼロか らスター トし、 どんなことにも興味をもって、貧欲 に吸収することだと忠告 してい

る。

自分自身 に厳 しく、NZで の生活を意義 あるものにしようと努力 している〈大学志望型〉の留

学生である。

(イ)KSさ ん=の んびり型

高専を卒業後、コンピュータ関係の会社 に勤めていたが、それを辞めてクライス トチャーチに

やって来た23歳 の男性。最初は 「休職 して海外へ」 と考えていたが、会社がそれを許 して くれな

かったので、退職することになったそうである。

とにか く海外で生活 したいと思 っていたことと、次の就職をする時に英語が武器になるだろう

と考えて留学 を決意 した。ワーキングホリディの制度4を 利用して1年 間NZに 滞在 し、その後

のことは日本に帰ってか ら決めればよいと思 っている。

ヨーロッパ人が多いらしいということ、人数が少ないらしいということで、E校 を選んだが、

人数の点では必ず しもそうとは言えなかったようだ。現在のクラス(一 般英語 コース)は 、 レベ

ルも内容も 「普通」と判断 している。 自分 としてはすでにわかっていることをやっているので レ

ベルは高 くな く、むしろ低いほうであろうと言う。特 に午後 は一番下のクラス(3人)な ので、

タイ人とスイス人のレベルが自分 よりも低 く、先生がそちらの指導に時間をさくため、不満があ

る。 しか し、わかっていることであっても、それを使うことによって使えるようになるし、聞 く

力がまった くないので、低いレベルで勉強 したほうがよいと考えている。 したがって、クラス替

えを希望すれば対応 して くれるはずだが、今のまま続 けるつもりである。

中学生時代に英語は嫌いではなかったが、成績は理系のほうがよかったので、高専に進んだ。

読む力は多少あると思っているが、聞くほうがだめで、単語と単語を続けて発音されると、まっ

たくわか らな くなる。話すのも語彙不足で苦 しんでいる。韓国人留学生 とともに母子家庭の家に

ホームステイしているが、8歳 の女の子 には、結局口をきいてもらえなくなった。大学の図書館

に勤めているホス トマザーとは、中古車を買う件で相談にのってもらう時などに、何度 も聞き返

して、努力 している。とはいえ、話す時間があまり取れないこと、話す話題があまりないことな

どで、十分とは言えないようだ。

まだ4週 間目なので、勉強の効果があったかどうかわか らないが、自分 としてはあまり進歩 し

ていないように思っている。だか ら、語学研修全体について 「やや不満」 という評価をしている。



あと2か 月は英語の勉強をし、その後はNZ国 内を旅行するつ もりでいるが、それ以降は白紙の

状態。よい仕事があればや ってもよいと思 っているし、日本か ら出かけるよりも航空運賃が安い

ので、イギ リスとフランスへ旅行することもありうると言 う。

明確な目標 はないが、自分なりに海外での生活を楽 しもうという、〈のんびり型〉の留学生で

ある。 したがって、後輩へのア ドバイスを求めると、「自分で納得できればいいん じゃないです

か」という答えが返ってきた。

(ウ)KTさ ん=目 的変更型

外科の病院で7年 間看護婦の仕事をしていたのを辞めて、NZに やって来た28歳 の女性。ハワ

イやグァムへ2～3回 旅行 した時に、やはり英語が話せるとよいと感 じて、英会話学校へ通い始

め、 さらに語学留学 したいと考えるようになった。「や りたいと思った時に行動 しないと、後で

後悔するので」思い切って退職 した。まず、ワーキングホ リディの制度が利用できて、 しかも年

齢が30歳 までというNZを 留学先に選び、次に英会話学校の推薦でE校 を選んだ。

一般英語 コースに籍を置き、午前のクラスは10名で、文法 ・語法を中心に勉強する。この授業

は自分のレベルよりも低いが、午後の会話中心のクラス(4名)は 程度が高いと感 じている。 自

分の希望には 「合っている」 と思 う。英語 は、中1の ごく初期の頃を除き、ずっと嫌いな科目だっ

た。特に聞 く力がなかったのが、3か 月ほどたった今では、たまに聞 こえる単語が出てくるよう

になった。成果としては、「普通」 くらいに思っているが、語学研修全体としては 「満足 してい

る」 ほうである(=不 満はない)。

日本で英会話学校に通 った経験か らは、留学 しなくても話 し言葉としての英語は身につくと思

うものの、自分にはそれができなかったと言 う。授業中は日本語を使わないでいられたが、 日常

生活で日本語の世界に戻 って しまうのを避けられなか ったからだと思っている。だから、NZで

は日本人どうしかたまらないように、と心がけてはいるが、なかなか思い切ってできないことが

悩みである。

後輩へのア ドバイスも、 したがって、「日本人 どうしかたまらない」 ということにつきると言

う。E校 では新 しいケンブ リッジ英語検定試験コースが始まり、ヨーロッパ系の学生が30人 ほど

やって来たので、自分としては、そういう機会を生か したいと願っている。

最初は、海外旅行の時に困 らない程度の英語力を身 につけたいと思ってやって来たが、今では、

アメ リカに出かけて 「人工肛門専門ナース」の資格を取るという、別の目標ができたと言 う。現

在のコースが終了したら、1か 月 ほどNZ国 内を旅行 したあと、再びE校 で英語の勉強を し、8

か月(通 算1年)後 には日本に帰 る予定。そこで体勢を立て直 して、アメリカに出かけようと思っ

ている。

語学留学することによって新たな目標を見つけ、 日本での再就職につなげようと考えるように

なった〈目的変更型〉の留学生である。

(エ)STさ ん=ハ イレベル志向型

A校 のIELTSコ ースにて勉強 している29才の男性。 日本では農芸化学科で微生物学を学び、



北海道でワインの醸造に携わっていた。「日本は基本的にワインを飲む国ではないか ら、 よいワ

インを作ることは難 しい」と考え、 ワインの輸入にかかわる仕事に転向することを思い立ち、ワー

キングホリディの制度を利用 してNZに やって来た。語学学校をあっせんするエイジェントの紹

介で、95年4月 にA校 へ出かけてみたところ、24～25才 の大人の学生が多 く、日本人でテス トに

合格 している人がいるということを聞いて、A校 に決めたと言 う。

IELTSの クラスは一般英語クラスよりもハー ドではあるが、本来の目的を達成するという点

か ら、「自分の希望 と合 っている」 と判断 している。A校 にはIELTSの 試験官をしている先生が

スタッフにいるので、都合がよいとのことである。今のコースが終了 した ら、Cambridge FCE

のコースでさらに勉強を続ける、と意気込んでいる。

語学研修を始めて5か 月になるが、全体的には 「満足」 している。分野別には、成果が 「あっ

た」または 「普通」と自己評価 している。テレビやラジオの英語はいぜんとして苦 しいものの、

普段の会話では、最初わか らな くても一度聞き直せばわかる程度になった。 自分の思っているこ

とを表現できな くて言い直すことがほとんどなくなってきているので、話す力も伸びたと判断 し

ている。それでも、話す分野の成果が 「あった」と評価 していないのは、「自分の思 ったほどに

は上達 していないか ら」である。読むのはよくできるが、話すとなると、例えば〈時制〉が うま

く使えない。基礎的な文法の勉強ができていればよかったのに、と思っている。大学が理科系で

あったため、英語の論文をよく読んだことが、語彙力や読む力につながったと思 っている。

海外で英語を学ぼうとする後輩に対 しては、「目的をしっか り持つように」 というア ドバイス

を与えている。語学学校にはたいてい日本人がいる。 日本語で話すことは リフレッシュ効果があ

るものの、それに流される傾向の人がいる、 と指摘する。 目的を明確にしてやってくれば、そう

ならないように自己規制できるのではないか、と言うのである。NZの 男性 とフラット生活をし

ているのも、 こうしたしっかりとした目的意識の表れかもしれない。

日本での仕事を辞め、明確な目的を持 って語学研修に励む〈ハイ レベル志向型〉の留学生であ

る。

(オ)TTさ ん=手 段重視型

アンケー トに答えてくれた女性の留学生で、最高年齢の51歳。D校 の一般英語 コースで勉強を

始めて3週 間目に入 ったところである。夫婦 ともに教師をしていたのだが、いつかは海外の日本

人学校で仕事をしたいと考えていたので、以前から英語に興味を持 っていた奥様のほうが教職を

辞 して、3か 月の予定でNZに やって来た。 ご自身は、主に小学校で国語を教えていたそうであ

る。

日本で出ている留学情報誌を見て学校を決めたのだそうで、小規模であること、町の中心にあっ

て便利そうなことなどでD校 にしたのだと言 う。クラスのレベルは 「高いほう」と思っているが、

特に午前中の授業が文法中心で、自分にとっては難 しいことがその理由である。文法や語法につ

いての説明が英語でなされると、さらに難 しい単語が使われたり、簡単なことが複雑になるから

ではないかと、分析 している。



語学研修について、全体的には 「満足」 しているほうではあるが、勉強の成果のほどはまだわ

からない。聞 く分野での不足を感 じていて、 自分が知っている言葉が聞 こえるように訓練 してほ

しいと願 っている。

学校では日本人が多いこともあって、昼休みなど、つい日本人どうしが集まって しまいがちな

ので、なるべ くそうしないようにと心がけている。韓国から来ている留学生が日本語に興味をもっ

ているようなので、お互いの国の言葉を教え合 いましょうと、英語でコ ミュニケーションしてい

る。

学校だけでなく、ほかの場所でも積極的に行動できるとよいのだが、なかなかできないでいる。

ホームステイ先には7～11歳 の子供が4人 いるので、いい先生役をつとめて くれるのだが、接触

する時間が不足気味で、残念に思っている。

中 ・高 ・大の英語学習をごく普通にやっただけで、ラジオ講座で英語を聞 くというようなこと

をしなかったので、後悔 している。教職についてか らは、教材研究など教師としての仕事に追わ

れ、英語の勉強をする時間がなかった。それでも、二人の子 どもが高校受験の時などにつ き合 っ

たり、子どもと一緒に英語のテープを聞いたりしたことはある。海外の日本人学校のことを考え

始めてからは、機会をみつけては自分で英語の勉強をするようになった。

これから留学する人たちに対 し、「自分の意見を持つ ことです」と言い切 っていた。 日本人が

あまり自己主張 しない(で きない)と いうことを、英語で実際にやりとりする中で、さらに一層

感ずるようになったようである。

具体的な目標に向かって、短期間で英語を使える道具にしようとする〈手段重視型〉の留学生

である。

(カ)YNさ ん=再 出発型

アンケー ト回答者の中で最高年齢の56歳男性。 日本では、大手自動車会社の課長の職にあった。

それだけに、留学に至る事情にはいろいろなことがかかわっていたようである。

52歳 の時に、会社の近 くにあった英会話学校の無料体験学習に2週 間参加する。その後、ほか

の仲間が3か 月ほどでやめて しまうのに、自分 は2年 近 く英会話学校に通い続けた。授業そのも

のはそれほどではなかったが、どきどき先生 と飲みに行 ったりすると、 リラックスして話ができ

て面白かった。一方、会社では、タイ、中国、台湾、韓国、アメリカなどから研修生や見学者が

やってくる。すると、通訳を交えて話をしていた。それが、自分には不 自然に思われた。自分自

身 も、アジア各国へ海外出張するようになった。カナダへ出かけた時には、豊かな自然とゆった

りとした生活ペースにひかれた。そんな時期に、同じ年齢層の同僚が、ス トレスや癌などで亡 く

なるケースが目だってきた。そこで、60歳 の定年を迎えてか らではなく、その5年 前に会社を辞

め、海外で生活 しようと計画 した。

英会話学校の先生がNZ人 であったこと、日本人の知人がE校 で勉強 したことがあるというこ

とで、留学先を決めた。本当は夫婦で来たか ったが、奥様の仕事の都合で単身NZへ やって来た。

話すほうは度胸である程度 はできるようになっていたが、文法と聞き取 りが弱い。だから、現在



の一 般 英 語 コー ス(中 級 ク ラ ス)は 、 自分 に と って レベ ル は 「高 い」 が 「合 って い る」 と判 断 し

て い る。

NZに 来 て丸2か 月 が過 ぎた が、 勉 強 の成 果 と して は、 少 しはあ った か とい う程 度 。 授 業 で文

法 的 な誤 りを 直 され た りす るた め、 慎 重 に な りす ぎて い る と こ ろが あ るか も知 れ な い。 若 干 、 自

信 を失 って い る状 態 で あ る。 しか し、 授 業 以 外 で は、 英語 を 使 って そ れ な りの生 活 を 送 って い る

し、 旅 行社 へ 出 か けて プ ラ ンを 練 る時 な ど必 要 に応 じて き ちん と した英 語 を使 う機 会もあ るの で、

全 体 と して は 「満 足 」 して い る。

今 に な って思 う こ と は、 も っ と早 い時期 に海 外 に 目 を向 け、40代 初 期 に英 会 話 の勉 強 を 始 め て

いれ ば よか った の に と い う こ と。 上達 の速 い若 い人 が 身 近 に い る と、 そ れ を痛 感 す る と言 う。 そ

れ が 後 輩 へ の ア ドバ イ スで あ る。

1年 間 はNZで 英 語 の 勉 強 をす るつ も りで い る。 そ の後 は、 過 去 の経 験 と英 語 を 生 か して 貿 易

コ ンサ ル タ ン トの 仲 間 に加 わ るか 、 あ る い は翻 訳 の 仕 事 をす るか と い う、2つ の 選 択 肢 が あ る。

しか しなが ら、 ス トレス社 会 の 日本 を 脱 出 して英 語 の勉 強 をす る と い うの が 所 期 の 目的 だ っ た の

で 、 将 来 の計 画 を あ ま り具 体 化 しな いで 、 現在 の 生 活 を楽 しみ た い と思 って い る様 子 で あ っ た。

熟 年 に達 して か ら人 生 をや り直 そ うと、 長 期計 画 で コ ー ス変 更 を試 み 始 め た〈 再 出 発 型 〉 の留

学 生 で あ る。

5.語 学 研 修 の実 態

(1)語学 研 修 の ク ラ ス

ア ンケ ー トに よ る と、 所 属 ク ラス の人 数 は、3人(3%)か ら12人(7%)ま で 幅 が あ る。 教 え

て も ら う先 生 の数 は、1人(20%)ま た は2人(56%)が 多 い。

所 属 ク ラス の英 語 レベ ル を 「1(と て も低 い)」 か ら 「5(と て も高 い)」 で 判 断 して も ら った

と ころ、 「3(中 く らい)」(53%)→ 「4」(24%)→ 「2」(17%)の 順 で あ っ た。 一 方 、 授 業

内容 が希 望 と合 って い る か ど うか を 「1(ま っ た く合 わ な い)」 か ら 「5(と て も合 う)」 で判 断

して も ら った と ころ、 「2」(15%)「3」(33%)「4」(33%)「5」(16%)に 評 価 が分 か れ た。

(2)語学 学 校 の教 員 ス タ ッ フ

E校 の パ ン フ レ ッ トに は、 学 校 長 以 下20名 の教 員 ス タ ッ フが紹 介 して あ る。 学 歴 ・資 格 の 項 目

を見 る と、MA、BA、BSc、BEd、Dip Ed、Dip Teach、Dip TEFLな ど の ほ か 、RSA Dip

TEFLAあ るい はRSA Cert TEFLAと い う文 字 が繰 り返 し出 て く る。 数 え て み る と、8つ あ る。

つ ま り、 ス タ ッ フの4割 に あ た る教 師 が この資 格 を持 って い る こ とに な る。

RSAはRoyal Society of Arts(ビ ジ ネ ス ・秘 書 関 係 、 英 語 教 師 な ど の 資 格 試 験 を 統 轄 す る

イ ギ リス の 機 関)の 略 で あ り 、Dip、Cert、TEFLAは 、 そ れ ぞ れDiploma、Certificate,

Teaching of English as a Foreign Language to Adultsの 略 で あ る。Certificateの ほ う は、

RSA Cambridge CTEFLA[シ ー ・テ フ ラ]と 普 通 呼 ば れ 、NZの 語 学 学 校 でESLを 教 え る た

め に最 低 限必 要 とさ れ る資 格 と 言 わ れ て い る。 こ の 資 格 を 取 得 す る た め に は、UCLES(=The



University　 of　Cambridge　 Local　 Examinations　 Syndicate)が 認 め た教 育 機 関 にて 、4週 間 に

わ た る集 中 の講 義/演 習/実 習 を受 け な くて はな らな い。95年10月 の 時 点 で 、 この コー スの 認 可

を受 けて い る教 育 機 関 はNZに6箇 所 あ るが、 ク ライ ス トチ ャー チ で はH校 の み で あ る。 後述 す

るA校 のSB先 生 も、 カ ンタベ リー大 学 を卒 業 後 こ こで資 格 を 取 って か ら、ESLを 教 え 始 め た 。

Diplomaの ほ うは、RSA　 Cambridge　 DTEFLAと 呼 ば れ、3か 月 の コー ス とな って い る。 現 時

点 で は、 北 島 の オ ー ク ラ ン ドま で 出 か け な くて はな らな い。

RSA　 Cambridgeの 資 格 は世 界 的 に通 用 す る もの な の で 、G校 で も コ ー ス の認 可 を 受 け た い と

考 え て い るが、 実 現 す るの は か な り困 難 な よ うだ。 そ こで、 ア ジア系 の 国 か ら現 職 の英 語 教 員 を

受 け入 れ て 、教 室 で の実 践 に役 立 つ プ ロ グ ラム を用 意 しよ う と して い る。 そ う した話 を して くれ

たG校 のCC先 生 に よ る と、 語 学 学 校 で 教 え て い る教 師 の学 歴 は、 そ の半 分 が大 学 卒 の学 士 号 保

持 者 、 半 分 が教 員 養 成 大 学(College　 of　Education)の 出 身 で 、 高 校 卒 の 教 師 は ほ ん の わ ず か

(1～2人)で はな いか と言 う。 また、 後 述 す るF校 のGA先 生 に よ る と、7～8月 の 時 期 に夏

休 み を利 用 してNZに や って来 る学 生 が 急 増 す ると、 日本 で(ESL/EFLの 資 格 な しで)英 語

を 教 えた 経験 の あ る人 が、 そ の経 験 を買 わ れ て教 え る こ とが あ る。 あ る い は、NZの 中 ・高 で英

語 を教 え て い た人 が 転 向 してESLの 教 師 に な る場 合 も多 い ら しい。

E校 の パ ンフ レ ッ トに よ る と、 一 人 を除 い て すべ ての 教 師 にTEFLも し くはTEFLA関 係 の資

格 が あ る。 ほ か の語 学 学 校 につ いて は、 こ う した紹 介 が な いの で、 想 像 す る しか な いが 、 や は り

学 生 が 増 え る時 期 に は、 経 験 が優 先 し、ESL/EFLの 資 格 が な い 先 生 に 教 わ る と い う こ と も あ

りそ うで あ る。

(3)授業 の 実 際

7つ の 語学 学 校 で 参 観 した授 業 は14に の ぼ る。 授 業 の手 順 や 手 法 そ の もの に は 目新 しい もの は

な か った が、 何 よ り も小 人 数 の授 業 で あ る こ と、 英 語 の み の授 業 で あ る た め英 語 の イ ン プ ッ ト量

が 多 い こ と、 英 語 圏 で 生 活 して い る利 点 を 生 か して い る こ とな ど、 す べ て の授 業 に共 通 して 強 く

印 象 に残 って い る。 教 授 法 と して は、 いわ ゆ る"Communicative Approach"を 基 本 と しな が

ら、 学 習 内容 と レベ ル に合 わせ て、 い ろ い ろな 活動 を組 み込 む 、統 合 的 あ るい は折衷 的 な ア プロ ー

チ を 採 用 して い た。 そ れ は、 学 習者 中心(student-centered)、 言 語 使 用(language　 use)、 活 動

(activities)と い う特 徴 に集 約 で き よ う。

参 観 した授 業 で 使 用 さ れて い たテ キ ス トを一 覧 で き るよ うに、[表2]に ま と あ て お い た。 以

下 に、 レベ ルや 種類 の 違 う5つ の ク ラス を選 び 、授 業 の様 子 を記 す こ と にす る。

(ア)初 級 ク ラ ス(E校)

日時:1995年9月19日 午前9時 ～10時 半

教 師:イ ギ リス人 女 性

学 生:タ イ人 男 性2名 、 ス イ ス人 男 性2名 、 スイ ス人 女 性1名 計5名

テ キ ス ト:"Headway,Elementary"



[表2]参 観 した授業で用いられていたテキス ト

クラス

使用テキス ト名(出 版社)

[初 級]
"Headway

,Elementary"(Oxford　 U.P.)

[中 級]
"The　 New　 Cambridge　 English　 Course

,Book2"(Cambridge　 U.P.)

"lnterchange
,Book3"(Cambridge　 U.P.)

"lntermediate　 Matters
,Book7"(Longman)

"Headway
,Intermediate"(Oxford　 U.P.)

"Headway
,Upper-lntermediate"(Oxford　 U.P.)

[上 級]
"Upper　 Intermediate　 Matters"(Longman)

"Phrasal　 Verbs　 in　Context"(Macmillan)

"Meanings　 into　 Words"(Oxford　 U
.P.)

[Cambridge　 PET]
"PET　 Preparation　 &　 Practice"(Oxford　 U

.P.)

"Focus　 on　 PET"(Collins　 ELT)

"Passport　 to　Cambridge　 PET"(Macmillan)

[IELTS] "Speaking　 Personally"(Cambridge　 U.P.)

授業手順:

1)"Getting　 to　Know　 You"の 活動 一1:学 生どうしで質問 し合い、紹介する活動

① 相手の情報を得るための質問例を考える

② ペアまたはグループでQ&A(メ モをとる)

③ クラス全体に相手を紹介する/名 前 のつづ りを確かめる

④ 名前の発音練習

2)"Getting　 to　Know　 You"の 活動 一2:教 師についての情報を得 る活動

① 教師にたずねる質問を考え、ノートに書き出す/教 師は適宜個人指導

② 教師および参観者にQ&A

3)誤 りの指導:上 記の活動で教師が気づいた誤 りを取 り上げる

①6つ の誤文を板書 し、誤 りを直させる

4)発 音指導

① 母音/子 音の区別 ②lives　in,years oldな どの連音の発音練習

② 個々の学生の弱点を取 り上げて指導

5)テ キス ト Unit9(p.62)の 学習

① モデル文の音読(指 名)② 語彙の学習

③ ペアまたはグループでQ&A④ 音節 と強勢について説明

コメント:

先生は、この学校で教え始めたばかりで、授業参観の前日に前任者からクラスを引き継いだと



言 う。そこで、初級クラスの学生 にとって格好のテーマを選び、話す活動を中心に授業が展開さ

れた。 ヨーロッパ、アジアの諸国でESLを 教えた経験があるという先生 は、指導力抜群で、笑

顔が絶えず、学生 たちをじつに上手にリー ドしていた。学生 どうしに活動させている問は、発言

をよく観察し、気づいたことをメモに取 り、その後の指導にうまく生かしていた。参観者も巻 き

込んで授業を組み立てたのは、さすがである。

学生たちは19～25歳 の社会人で、学習意欲があり、積極的に取り組んでいた。スイス人の学力

がタイ人をやや上回り、学生どうしで教え合 う場面も見 られた。発音面では、母語からの影響が

強 く観察され、先生もそれが気になって、10分 ほどを発音指導にさいたのであろう。5人 という

小人数のため、英文の誤 りにも発音にも個々に対応できていた。

(イ)中 級 クラス(G校)

日時:1995年10月3目 午前9時 ～10時 半

教師:NZ人 男性

学生:日 本人を含むアジア系の男女11名

テキス ト:"The　 New　 Cambridge　 English　Course,Book　 2"

授業手順:

1)宿 題のチェック

2)過 去時制を含む英文の口頭作文(本 時のユニット本文に相当する内容)

① 教師が白板 に簡単なイラス トを描き、状況設定する

② イラス トに合う英文を指名された学生が発表する

③ 順に話をつなげてゆく/2番 目以降の学生は出て きた英文をすべて発表する

④ ペアになり、出来上がった話を相手にまとめて話す

3)役 割練習(小 道具の電話を使 う)

① 話に出てくる登場人物3人 が割り当て られ、即興で会話する

② 教師の批評

4)書 く活動(テ キス トの練習問題)

① イラス トのコピー(9枚 セ ット)を 配布

② 各自、 コピーの裏にイラス トの中の人物が何を言 っているかを考え、書き留める

③ 書き終わったコピーを回収

④ イラス トを見せながら、裏 に書かれた英文を教師が読み上げる→全員で正誤を判定する

5)聞 き取り練習:2チ ームに分かれて対抗

① 白板に、テープか ら流れて くる英文を構成する単語数および各単語の文字数を破線で示す

② 聞き取れた単語を発表する

③ 単語が出てこない部分は、使われている文字を推測させる/推 測が当たったら、その文字

が入る箇所 を教えてヒントにする

コメント:



先 生 は テ キ ス トの教 材 を完 全 に把 握 して お り、 学 生 た ち は いつ の間 にか テキ ス トの 内 容 を覚 え

て しま うよ うに工 夫 さ れ て い る。 そ の た め に、 話 を ま と めて ゆ く最 初 の活 動 で 、 指 名 され た学 生

が す べ て の英 文 を完 全 に発 表 で き な い と次 に進 め な い ので 、 予 想 以 上 に時 間 が かか って しま った。

中 に は集 中 で き な い学 生 も見 か け られ、11名 全 員 を長 時 間 参 加 さ せ る こ との 難 しさ を感 じさ せ る

授 業 で あ った。

(ウ)上 級 ク ラス(D校)

日時:1995年9月12日 午 前9時 ～10時 半;午 前10時45分 ～12時15分

教 師:NZ人 女 性

学 生:台 湾 人 女 性1名 、 日本 人 男 女 各1名 計3名

教 材:新 聞"The　 Press"の 記 事

授 業 手 順:

[1時 限 目]

1)"The　 Press"か らの記 事 の学 習

① 見 出 しか ら記 事 の 内容 を予 測 す る ② 概 要 把 握

2)Linking　 Wordsの 学 習

① 記 事 の英 文 か ら　and,also,because,then,after,thus,but,even　 thoughな ど を 見 つ

け る

②linking　 wordsの 役 割 につ い て

3)グ ル ー プ でProjectに 取 り組 む 一1

① 新 聞記 事 の 困 難語 を 用 い て、crossword　 puzzleを 作 る

[2時 限 目]

1)グ ル ー プ でProjectに 取 り組 む 一2

① 前 時 に 作 成 したcrossword　 puzzleのcluesを 作 る

② 教 師 は と き ど き様 子 を 見 て、 語 彙 の 指 導 を行 う

2)前 日の 宿 題(文 強 勢 が 置 か れ る語 を 選 び 出 す 問題)の チ ェ ック

① 学 生 ど う しで 答 え 合 わ せ す る ② 教 師 の発 音 を 聞 い て 答 え を確 か め る

③ 音 読 練 習(指 名)

3)2文 を ま と めて1文 にす る練 習

①because,soを 用 い て ②but,however,despiteを 用 いて

コ メ ン ト:

授 業 で 用 い られ た教 材 は、 前 日の 新 聞 か らの 切 り抜 き記 事 で あ る。 ク ライ ス トチ ャ ーチ 市 民 が

読 む 日刊 紙 で あ るか ら、 いわ ゆ るauthentic　 materialsに 相 当 す る。"Adoption　 scam　 skirts

entry　 law"と い う見 出 し自体 も難 し く、 西 サ モ ア島 か らNZへ 不 正 に入 国 す る問 題 を 取 り扱 っ

た記 事 で 、 難 易 度 の高 い語 彙 が 出 て くる。 そ う した語 彙 を 習 得 させ る 目的 で 、crossword　 puzzle

を 作 る と い う課 題 を与 え た もの と思 わ れ る。 学 生 た ち は、3人 で相 談 しな が ら、 楽 しそ う に課 題



を こな して い た。 記 事 の学 習 、 課 題 の難 しさ に比 べ る と、linking　 wordsの 学 習 は易 し く、 そ

の 間 の ギ ャ ッ プを強 く感 ず る授 業 で あ った。

先 生 の話 に よ る と、 こ の ク ラス で は、 時事 問 題 ・社 会 問題 を扱 った新 聞 記 事 を教 材 に使 う こ と

が多 く、 ボ リビア関 係 の記 事 、 排 気 ガ ス に よ る大 気 汚 染 の記 事 な ど を読 み、 そ れ をA4サ イ ズ の

画 用 紙 に ま とめ直 す 、 壁 新 聞 作 りの課 題 に取 り組 ん で き た と い う。 彼 女 は学 生 た ち を 組 織 して

projectに 取 り組 ませ る手 法 が 得 意 ら し く、 博 物 館 や 美 術 館 で フ ィー ル ドワ ー クを 行 っ た り、 必

要 とす る資 料 ・情 報 を 自分 の 力 で手 に い れ る た めの 訓 練 を兼 ね て、 図 書 館 に 出 向 く こと もあ る と

言 う。

(エ)Cambridge　 PETの ク ラ ス(F校)

日時:1995年9月26日 午 前9時 ～10時45分

教 師:オ ー ス トラ リア人 男 性

学 生:日 本 人 を含 む ア ジア系 男 女9名

テ キ ス ト:"PET　 Preparation　 &　Practice"

授 業 手順:

1)Warm-up:What　 did　you　 do　last　night?

① 教 師 が 一人 ず つ 順 番 に質 問 し、 簡 単 な会 話 を行 う

2)で き る限 り話 し続 け る活 動

① 教 師 と指名 され た学 生 の 間 でQ&Aを 行 い、 モ デ ル を示 す

② 同 じテ ーマ で、 ① の学 生 が教 師 に 向 か って 一 方 的 に話 し続 け る

③ 教 師 が① の学 生 に代 わ って、 一 方 的 に話 し続 け る モ デ ル を示 す

④ ペ ア でQ&A⑤ ペ ア を替 わ りなが ら、 一 方 的 に話 し続 け る練 習

3)与 え られ た テ ー マを ふ く らま せ る活 動

①"entertainment"を 例 に と り、 白板 にmind　 mapを 作 って ゆ く

② 同 様 に して 自分 でmind　 mapを 作 って くる こ とが 宿 題 とな る

③ 教 師 が 一 人 の学 生 とQ&Aを 行 い、 次 々 に質 問 す るモ デ ル を示 す

④ 同 じ学 生 に質 問 さ せ、 質 問 に要 領 よ く答 え る モ デ ル を示 す

⑤ ペ ア を替 わ りな が らQ&A

⑥ 話 を した相手 が好 きな"entertainment"に つ いて 、 ク ラス全 体 に報 告 す る

4)Speaking　 Sectionの 受 験 要 領

① テ キ ス トに あ る注 意 事 項 を 確 認 し、 そ の通 りに で き る か ど うか練 習 す る

② 自分 に割 り当 て られ た質 問 項 目に つ い て、 ペ ア を替 わ りな が ら会 話 を 行 う

③ 質 問 に対 す る答 え を ま と め て報 告 す る

④ テ キ ス トの 問題:試 験 官 の質 問 に対 す る正 しい答 え方 を選 ぶ

⑤ 沈 黙 しな い た め の テ ク ニ ッ ク:試 験 官 に聞 き返 す 練 習

⑥ 試 験 官 に な っ たつ もりで 質 問 を6つ 書 く/教 師 は適 宜 個 人 指 導



⑦ 教 師 と一 人 の 学 生 で 模 擬 試 験 を行 うモ デル を示 す

⑧ ペ ア を替 わ りなが らspeakingの 模 擬 試 験 を行 う

コ メ ン ト:

今 日 の授 業 は、 「会 話 は ピ ン ポ ンの よ う に」 とい う こ と に重 点 が置 か れ、 き わ め て 速 い テ ン ポ

で さ ま ざ ま な活 動 が 行 わ れ た。 「嘘 を つ いて で もい い か ら、 話 を続 け な さい」 と い う ア ドバ イ ス

に は感 心 した。

先 生 は とて もエ ネ ル ギ ッシ ュで 、 次 か ら次 へ と活 動 を設 定 し、 学 生 た ちを 動 か して い た。 新 し

い活 動 に移 る時 に は常 に モ デ ル を示 し、 それ に よ って 学 生 ど う しの 活 動 が ス ム ー ズ に運 ぶ よ うに

配 慮 して い た。 先 生 の話 す ス ピー ドもか な り速 いが 、 学 生 た ち はそ れ に よ くつ いて い って い た。

ペ ア を組 む の に人 数 が 一 人 不 足 す る ため 、 参 観 者 もペ ア の相 手 にな った が 、 こ ち らの言 う英 語 を

よ く理 解 し、 ま た、 た く さ ん 話 そ う と努 力 して い た。 先 生 の 指 導 力 に よ る もの で あ ろ う が 、

Cambridge　 PETを 間 もな く受験 す る と い う は っ き り と した 目標 が あ るた め で もあ ろ う と思 わ れ

た。

(オ)IELTSの ク ラ ス(A校)

日時:1995年9月5日 午 後3時 ～4時 半

教 師:NZ人 女 性

学 生:日 本 人 男 女 各1名 、 台 湾 人 女 性1名 、 タ イ人 男 性1名 計4名

テ キ ス ト:"Speaking　 Personally"

授 業 手 順:

1)参 観 者 に、 ク ラス メ イ トを順 に交 替 しなが ら紹 介 す る

2)手 相 を見 る活 動

① テ キ ス トの2-1"Reading　 your　 palm"を 各 自 で黙 読

② 自分 自身 の手 相 を見 る ③ ペ アで 手 相 を見 る

④ 役 に立 つ 表 現 の練 習

3)前 日夜 の テ レ ビニ ュ ー ス

① 指 名 さ れ た学 生 が ニ ュー ス の 内容 を説 明

② ニ ュ ー ス を見 なか った学 生 が、 説 明 され た 内容 の ポ イ ン トを発 表

③ デ ィス カ ッシ ョ ン

4)宿 題 の指 示

① テ キ ス トの11-1"What's　 your　 opinion?"を や って くる

コ メ ン ト:

高 度 な 内容 の授 業 で あ った が、 先 生 は学 生 た ち の反 応 を見 な が ら質 問 を調 節 し、 発 言 を 引 き出

す 工 夫 を して い た。 テ レ ビで ニ ュー ス を見 るよ うに と言 わ れ た に もか か わ らず 、2人 の学 生 が 見

逃 した ため 、 主 活 動 にあ た るデ ィスカ ッシ ョ ンが不活 発 に終 わ って しま ったの が残念 だ った。 ニ ュ ー

ス は フ ラ ンス の核 実 験 に関 す る もの で、 フ ラ ンス政 府 の主 張 、 タ ヒチ 島 の 置 か れ て い る状 況 、N



Z政 府 の態 度 、 グ リー ン ピー ス の活 動 な ど、 そ れ な りの背 景 知 識 が な い と十 分 な討 論 がで きない。

した が って 、 そ う した事 実 を確 認 す る ため の質 問 と説 明 が 後 半 の 大部 分 を 占め、 話 し合 い に ま で

は至 らな か った 。

6.語 学研 修 の 成 果

ア ンケ ー ト項 目#18で 、 勉 強 の成 果 を分 野 別 に 「1(ま っ た くな い)」 か ら 「5(十 分 に あ っ

た)」 の尺 度 で 自 己評 価 して も ら った と こ ろ、[図1]の よ うに な った。 評 価 「4」 と 「5」 の合

計 を 見 る と、 「文 化 理 解」 → 「聞 く力 」 → 「話 す 力」 → 「語 彙 力 」 → 「書 く力」 → 「読 む 力 」 の

順 に、成 果 が あ っ た と い うこ とが わ か る。

さ らに、 質 問 項 目#19で 、 語 学 研 修 全 般 に つ い て の満 足 度 を 「1(き わ あ て不 満)」 か ら 「5

(と て も満 足)」 の 尺 度 で 答 え て も らった と ころ、 「3」(36%)と 「4」(39%)で 全 体 の75%を

占め た。 項 目#20で 、 「そ の よ うに思 うの は、 なぜ で す か 」 と、 そ の理 由 を書 いて も らっ た。 満

足 度 が 高 い(評 価4～5)理 由 と して は、 目的 意 識 が は っ き り して い る こと、 進 歩 の 状 況 が 自分

で わ か る こ と、 英 語 を話 す 環 境 にあ る こ と の ほか 、 学 校/授 業/先 生 が よ い(楽 しい)な どが 目

立 った。 一 方 、 低 目 の評 価(3以 下)を して い る場 合 は、 授 業 内容 、 日本 人 が 多 い、 自分 の 努 力

不足 な どを そ の 理 由 に あ げて い る。 授 業 内 容 につ い て の不 満 に は、 次 の よ うな もの が あ っ た。

・文法 的学 習 が 多 い こと
、 そ して、 そ の 説 明 の 言 葉(文 法 用 語 等)が 難 しい こ と。

・グ ラマ ー の 時 間 が 多 く
、 日本 人 に と って は少 し簡 単 す ぎ る。

・午前:文 法
、 午 後:発 音 、 と い うカ リキ ュ ラ ム は社 会人 に と って つ ま らない。

・授 業 の題 材 に 好 き嫌 いが あ るか ら
。

・シス テ ム は良 い が
、 自分 の レベ ル と ク ラ スが 合 って な い。

[図1]語 学研 修 の分 野 別 成果(ア ン ケ ー ト項 目#18)



また、 わず か で は あ るが、 次 の よ うな指 摘 もあ った。

・人 数 が11人 と多 い の で、 自分 自身、 リラ ッ ク スが で きず、 ま った く話 せ な い。 どん どん 自信 が

な くな って い く。NZの 友達 を作 るの も難 しい。

・正 直言 って、 学 校 に よ って の学 習効 果 はあ ま りな い よ うに思 う。

また、 項 目#18の と ころ で 「そ の他 の成 果 」 を書 き 出 して も らっ た と こ ろ、 異 文 化 理 解 、 人

的交 流 、 日本 お よ び 日本 語 の 客 観化 、 英 語 に対 す る慣 れ な どに 回答 が集 中 したが 、 次 の よ う に 自

分 自身 の 中 の変 化 を あ げ る学 生 も いた。

・自分 自身 の成 長 。 ・積極 性 。 ・我 慢 強 くな った。

・気 持 ちが大 らか に な っ た。 ・生 活 が これ まで と比 べ て規 則 正 し くな った。

・自分 で や りた い こ とが 見 え て き た。 ・価 値 観 が 変 わ った。 無 駄 使 いが な くな った。

7.留 学 生が と らえ た 英 語 教 育

(1)NZの 場 合

ア ンケ ー ト項 目#15で 、 「日本 で 受 けた 英 語 の 授 業 との違 い を どん な所 に強 く感 じます か 」 と

たず ね て み た。 授 業 の 目的 、 学 習 の分野 と内 容 、 教 師 、 ク ラ スの雰 囲気 、 授 業 運 営 な ど に違 い を

認 め、 そ の ほ とん どが 日本 で の授 業 体験 を 批 判 的 に見 て い る。NZで の授 業 の雰 囲 気 や 印 象 が 伝

わ って くる記 述 を、 い くつ か 拾 い 出 して み る。

・先 生 はえ ら くな い。NZで は、 先 生 は友 達 で す 。

・ネ イ テ ィブ の先 生 の ほ うが わか りや す く、 よ り実 践 的 と思 い ます。 例 え ば、 ど の よ うな状 況 で

ど の よ うな単 語 、 ま た使 い分 けが あ るか な ど、 バ ラ エ テ ィ ー に富 ん で い ま す。

・書 く、 読 む 、 話 す 、 聞 くのバ ラ ンスが とて もよ くとれ て い ます。 文法 に つ い て も、 とて もわか

りやす く説 明 され ます 。

・ ドラマ、 ゲ ー ム等 を通 して楽 し く学 べ る。 文 法 だ け を押 しつ め る とい う感 じで は な い。

・ア ッ トホ ー ムで 、 小 人 数 制 な の で、 発 言 しやす い。 教 科 書 にそ って英 訳 す る タイ プ の授 業 は ほ

とん ど な い。 内 容 が お も しろ い。

・デ ィス カ ッシ ョ ンの 時 間 が多 い。 個 人 個 人 の意 見 を聞 いて くれ て 、 大 切 に して くれ る。

・英 語 で わ か らな い こ とを質 問 す る。 そ れ が相 手 に通 じる まで 、 皆 で 考 え て文 章 作 りを手 伝 って

くれ る。

・文 法 に つ い て の繰 り返 し指 導 が 日本 よ り厳 しい。 自分 の意 見 を ま と め る こ と、 そ して そ れ を話

す こ と。

・自由。 詰 め込 み式 で はな い。 そ の か わ り、 自分 で勉 強 しな い と、 どん どん 遅 れて い って しま う。

・英 語 で 自己主 張 しな けれ ば な らな い。 自己表 現 が で きな け れ ば な らな い。

と、 きわ め て好 意 的 で あ るが 、 次 の よ うな発 言 もあ る。

・先 生 が 強 引。 ・全 部 英 語 で 、 た ま に息 がつ ま る。

・説 明 もす べ て英 語 な の で 、 わ か りに くい こ と も しば しば。
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・スローペースなので、 しばしばたいくつ感がある。

(2)日本の場合

前述のように、留学生たちは日本で受 けた英語の授業について否定的な見方をし、

・日本では、話す機会が少なく、教科書を読むにしても日本語発音で注意 されないので、本当に

ただ単語を覚えて、訳せればいいって感 じで、通 じない英語を習 っているだけと思った。英語

に興味をなくす生徒が増える教え方だと思います。

・日本では先生が黒板 に書いたのをノー トに写すだけだった。

・あまり記憶 していないぐらい、英語の授業に興味がなか った。 もっと生徒をひきつける授業内

容にするべ きだ。

・日本での(中 高校)授 業 は、書 ければそれで良 しとされていた。

・日本での英語は実用性がかけていたと思 うし、文法重視のしすぎだと思います。

・読書等グラマー中心の学習が日本。 日本は大学入試まで も文法重視のように思 う。

・一番強 く感 じるのは、 日本の英語教育は受験のためだけの ものであって、それを実践に使える

ものではまったくないということ。

・中、高校と使えない英語を習 った。ほとんどテストのための勉強。

などと述べているが、次のように、良さを認める記述も少 しあった。

・日本の英語の授業は、文法や単語のみに重点をおき、 リーディングには向いている。

・文法の教え方は日本の方がはるかにまさっている。

このような記述か ら予想されるように、アンケート項 目#21～23に て、「日本の英語教育」の

成果を 「1(ま ったくあげていない)」から 「5(大 いにあげている)」の尺度で評価 して もらっ

たところ、7割 の学生が 「1」 または 「2」 と回答 した。 そのように考える学生の半数近 く

(46%)が 、成果があがらない 「根本的な理由」 として、「日常生活で英語を使わなくてすむ」を

あげている。 また、「制度上の理由」では、「受験でゆがめられている」(44%)、 「教え方がよく

ない」(43%)の2つ を特に問題にし、次いで 「教師の質に問題がある」(29%)、 「クラスの人数

が多すぎる」(26%)と 考えている。

では、彼 らは、 日本の英語教育を改善するためにどうした らよいと考えているのだろうか。項

目#24で たずねたところ、受験のための英語教育をやめる、会話中心の授業にする、 ネイティ

ブの教師を増やす、 日本人教師の資質を高める、教材や授業方法を工夫する、等々の提言があっ

た。主な記述を拾い出 しておく。

・授業だけで もいいから英語をたくさん しゃべるようにして(ペ アワークなど)
、英語に関心を

持たせる。

・生徒に教え込むという方法をやめて、 もっと自然に遊び感覚で、まず興味をもたせることが大

切だと思う。そ して、「使える英語」を教えるべきだと思う。

・生きている英語 を学ぶ状況を作る。英語圏の最近のニュースや トピックスを使い、イディオム

や句動詞を学ぶ。
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・体験的学習を多 く取 り入れること。文法中心から会話にも重点を置 くこと。国民性の問題 もあ

るが、自己表現をする習慣を小 さい頃から育てておくこと。

・自分の意志、意見を持つこと。 コミュニケーション訓練を多 く持つこと。

・クラスを小人数にし、ネイティブスピーカー(そ れもちゃんと教育を受けた人)に よる教育を

すべきだと思います。

・日本で教えている文法は、まちがいがあるし、情報不足。 もっと、先生が本当の英語を知るべ

き。

・先生になる前に、海外で3年 位は暮 らしてほしい。

・英語の授業を選択にする。英語を学ぶなら、 とことんやる。授業中は日本語を話すのを禁止す

る。

・レベルをできるだけ細か く分けて、その人達に合 った授業をしたらいいと思 う。文法 も語彙力

も少ない人に、スピーキング、 リスニングばかり教えるのはどうか と思 うし、ある程度文法と

かできているのな ら、主にそれ らを教えた方がいいと思うか らだ。

・若い時期(中 学生～高校生)に 、1年 位外国にいる時と同 じように勉強できる環境があればベ

ストだと思 う。

一方、次のように、日本の英語教育のよい点を指摘 したり、現状 もやむを得ないとする意見 も

あった。

・基本的に日本で一生懸命英語を勉強すれば、かなりの語学力はつくと思う。自分はそうでなかっ

たので、後悔 している。

・日本の英語教育における文法などの教育はすば らしいと思います。

・大学入試のために覚えた単語の量のおかげで、ボキャブラリーに関 しては、かなり助かってい

ます。英語教育の目的によって、どこ(ど のスキル)に 力を入れるかで、かなり変わると思い

ます。

・大学進学者にとっては リーディングは重要であり、今の日本の レベルかそれ以上が望ま しい。

・もっと会話に力を入れた授業を望んでいたが、やはり日本にいると、授業以外で英語にふれる

機会がきわめて少ないため、かなりむつか しいと思 う。

・教育の改善というと、やはり教師の質の向上 と授業内容を実用的なものにする方がいいのでは。

で も、日本では英語なしでもなんのさしつかえもないので、必要のないものが身につくかどう

か疑問です。

8.教 師の目から見た日本人学生

語学学校で英語を教えている教師は、 日本の留学生たちをどんなふうに見ているのであろうか。

アンケー トを実施 したわけでもないし、インタビューできたのはわずか3人 であったので、客観

性には欠けるが、まとめてみることにする。

(1)F校 のGA先 生
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5節 で紹介 した授業で、Cambridge　 PETの クラスを指導 していたGA先 生は、 日本で6年 ほ

ど教えたほか、中国、台湾、 タイなどでの経験 もあり、適確な判断を示 して くれたように思う。

彼によれば、アジア系留学生の中には、自国で失敗を し、問題をかかえてNZに やって くる者が

いるが、 日本人にはそういうタイプの留学生がな く、英語学習に対する動機と目的がはっきりし

ていると言 う。ほかのアジア系留学生は、発音の くせが強 く、文法の基礎ができていないことが

多い。それに比べると、 日本入はたとえカタカナ英語に近い発音でも理解 しやすいし、文法面で

も問題がなく、語彙力 もある。また、ほかの国の学生が自己中心的であるのに対 して、日本の学

生はグループでの活動をいやがらない。

日本人の問題は、自信がないことにつきる。心理的なハー ドルを越えることが一番大切である

と言う。そのためには、Yes,Noだ けの短いや りとりで終わって しまうのを避け、話を発展で

きるように仕向けてやる。例えば、初対面で自分の名前を聞かれた ら、名前だけでな く、いつ、

誰がその名前をつけたのか、 どんな意味や由来があるのかをつけ加えて答えるようにする。する

と、そこから次の話題が出てきて、話の内容がふ くらむ。参観 した授業で、一方的に話 し続ける

練習をさせていたのは、 こうした考えに基づいていた。見ていた限りでは、先生の意図通 りに運

んでいた。

GA先 生の指導法は参考になることが多い。学習者が犯す誤 りへの対処法 もその1つ である。

ペアやグループで話 している時には、たとえ誤 りに気がついても一切直さない。その代わり、語

法やパターンの練習をしている時には、直す。 しかも、理由や説明抜 きで正 しい表現を教え、そ

れを学生がまねる、 というやり方で直す。また、英語で日誌(journal)を 書かせる場合、1～

2か 月の間は誤 りがあっても無視する。その間に話すほうである程度の進歩があり、それが書 く

ほうにも反映する。そうした変化を見きわめながら、徐々に誤 りを指摘 してやる。特に日本人は、

まちがいを気にしないで、た くさん話す/書 くことを第一の目標にしないと上達 しない、 と彼は

言い切る。

(2)A校 のSB先 生

語学学校で教え始めて半年余りの若い先生である。彼女によると、 日本人留学生 は年齢によっ

て2つ のグループがあると言 う。10代 の若いグループ(短 大生など)は とても静かで、ある程度

の時間をかけないと本格的な学習ができるようにな らない。授業では、定型の練習が好 きで、役

割練習をうまくこなす。一方、年齢の高いグループは活発で、 日本で学習 してきたことを活用 し

なが ら、新 しいことをうまく吸収する。よく話す し、 自分の意見も持 っている。

それでも、ほかのアジア系の学生と比較すると、遠慮がちで、自己主張を しない。NZで の新

しい学習方式に合わせて積極的になるように、そ して、 クラスのほかの学生にも興味を示すよう

に、とアドバイスを与える。 また、昼休みなどに日本語を使いたくても我慢 し、たとえ日本人ど

うしでも英語で話すようにと言う。

(3)I校 のRA先 生

クライストチャーチの語学学校で教えている、たぶん唯一の日本人である。日本の予備校で13
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年ほど英語を教えてから、NZに やって来 られた。 ご主人はNZ人 で、新聞社勤務のカメラマン。

彼女によると、高校卒業後すぐにやって来 る日本人は勉強 と遊びが半々であるのに対 して、社

会人で留学 している比較的年長の学生はとても真剣に取 り組んでいる。日本語で説明すると簡単

なのだがと思 うようなこともよくあるが、学校の方針でもあるし、クラスには中国や台湾などか

らの学生 もいるので、授業 はあくまでも英語のみで行 う。

日本人は概 して、留学 したことに対する期待が大 きく、例えば、NZに 来て3か 月ほどしかたっ

ていないのに、「テレビのニュースが聞き取れない」などと言ってくる学生がいる。「英語圏にやっ

て来れば自動的に英語力がつく」 と思 ったら大間違い、 と厳 しい口調で言ってお られた。

それでも力をつける学生が必ずいて、中学卒業後す ぐに社会に出、6年 間働いて貯めたお金で

留学 し、予想以上の成果を上げた男性の話、短大を出てからNZに 留学 し、半年ほどの間に大学

入学 レベルの英語力に達 した女性の話などを聞かせていただいた。

9.結 び

英語圏で語学研修をしようと海外にでかける人たちは、 もともと日本での英語学習の限界を何

らかの形で感 じた人たちである。海外に出向いたからといって簡単に英語力が身につ くものでは

ないが、それでも、そういう人たちは、一定の目的を持 って出かけて行 く。

今回クライストチャーチにて調査できた留学生の多 くは、個人差はあるものの、それなりの成

果をあげているようである。 また、 日本の英語教育に対 して、かなり痛烈な批判を浴びせている。

学生たちの感想や意見 は、あ くまでも個人的な体験に基づ くものではあるが、このように集計 ・

分析 してみると、それなりに説得力があるように思 う。

日本の英語教育に携わる者 としては、できることなら、彼 らのように学習の目的と意欲を持っ

た生徒 ・学生 に対 して効果的な授業を提供 したいと願 う。 せめて、彼 らが語学留学 に出かけて

「日本で受けた英語の授業が役立 った」と思えるような学習ができるように努力 したいものであ

る。

インタビューに応 じて くれたGA先 生 は、 日本で教えた経験から、 日本の英語教育を改善する

ためのポイントを3つ 示 して くれた。その1つ は環境作 りで、英語を勉強する雰囲気を演出する

ことと、授業でわいわいがやがやと話す練習をしても、 ほかの授業の迷惑にならないような設備

を確保すること。2つ 目は、 クラスの人数を減らすこと。「40人というのは絶望的だ」 と言 う。

3番 目は試験で、現在のような筆記試験中心のやり方を変えること。どれも難 しいことではある

が、不可能なことではない。できるところか ら、少 しずつ改善 していってはどうか。

GA先 生 はF校 で教え始めて1年 、その直前まで日本で教えていた。主に大学 ・短大 レベルで

あったが、最後の2～3年 は学生たちが変わったという印象を持っている。英語で話すというこ

とに対する抵抗感のようなものが少なくなった、と言 うのである。10年 ほど前(1987年)に 導入

されたJET制 度により、ネイティブの若い先生たちが中学校や高校で教え るようになった こと

の影響ではないかと、彼は分析する。G校 で教員養成の話を して くれたCC先 生 も、 ここ数年 日
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本 か ら や っ て 来 る学 生 の 同 じ よ う な 変 化 を 指 摘 して い た 。1つ の 明 る い 材 料 で は あ る 。

注

1ケ ンブ リッ ジの英 語 検 定 試 験(Cambridge　 EFL　 examinations)は 、UCLES(=The　 University

of　Cambridge　 Local　 Examinations　 Syndicate)の 監 督 下 で行 わ れ て い るが 、 ク ラ イ ス トチ ャ ー チ

で は、H校 が テ ス ト実 施 機 関 と して認 可 され た唯 一 の学 校 で あ る。

一 番 下 の レ ベ ル か ら
、PET(=Preliminary　 English　 Test),FCE(=First　 Certificate　 in

English),CAE(=Certificate　 in　Advanced　 English),CPE(=Certificate　 of　Proficiency　 in

English)の4種 類 が あ った が 、94年 末 よ り、 さ らに レベ ル の低 いKET(=Key　 English　 Test)が 加

わ っ た。 い ず れ も、 リー デ ィ ン グ、 ライ テ ィ ング、 リス ニ ング、 ス ピー キ ン グの4分 野 で テ ス トさ れ る 。

また 、 これ らと は別 にCertificate　 in　English　 for　Business　 and　 Tradeと い う商 業 英 語 の資 格 試 験 も

あ る。 これ は、 ほ ぼCAEの レベ ル に相 当 す る と言 わ れ て い る。

PETを 例 に取 る と、 まず リー デ ィ ング と ライ テ ィ ン グの テ ス トが90分 、 次 に リ ス ニ ン グ の テ ス トが45

分 行 わ れ る。 最 後 に ス ピー キ ング の た めの 面 接 テ ス トが10～12分 実 施 さ れ る。4つ の分 野 に25%ず つ の 比

重 が 置 か れ、 総 合 点 で 判 定 さ れ る。 ク ラ イ ス トチ ャ ーチ で は、95年 に3回 実 施 され て い る。

な お、 日本 で は、 主 と して ブ リテ ィ ッシ ュ ・カ ウ ンシル(The　 British　 Council)に て年2回 実 施 され

て い るが、 レベル が3つ ほ ど に限 られて い る。

2IELTSと はInternational　 English　 Language　 Testing　 Systemの 略 で 、 「ア イ ・エ ル ツ」 と発 音 す

る。 イ ギ リスを は じめ 、 オ ー ス トラ リアやNZの 高 等教 育 機 関 で 勉 強 す る ため の英 語 力 を 総 合 的 に 測 定 す

るテ ス トで、TOEFLに 比 較 す る と、 ス ピー キ ン グ と ライ テ ィ ン グ の技 能 も必 ず テ ス トされ る と こ ろ に 特

色 が あ る。 ク ラ イ ス トチ ャ ー チで は、Christchurch　 Polytechnicが 、UCLESよ り正 式 に認 可 さ れ た 唯

一 の テ ス ト実 施 機 関 で あ る
。95年 度 に は、8回 実 施 さ れ て い る。

リー デ ィ ング と ライ テ ィ ング に関 して は、 大 学 の専 攻 分 野 に 応 じて 、 モ ジ ュ ールA(理 科 系)モ ジ ュ ー

ルB(生 命 科 学 系)モ ジ ュ ー ルC(文 科 系)が 用 意 さ れ て い た が 、95年 度 か ら1つ に統一 された。 リーデ ィ

ング の新 しい テ ス トは 、3つ の セ ク シ ョ ン、 約40の 設 問 か らな り、60分 で 実 施 され る。 ラ イテ ィ ン グで は、

60分 の間 に2つ の作 文 を 書 く ことが 要求 さ れ る。1つ の課 題 で は150語 、 も う1つ の 課 題 で は250語 と い

う最 低 語 数 が 指定 さ れ て い る。

リス ニ ン グ は30分 間 で 行 わ れ る。4つ の セ ク シ ョ ン、 約40問 か らな り、 テ ー プ を 聞 きな が ら問 題 に 取 り

組 む が、1回 しか聞 け な い の で 、 か な りの集 中 力 が 要 求 され る。 テ ス ト終 了 後、 答 案 用紙 に 答 え を写 す 時

間が10分 与 え られ る。 ス ピー キ ン グ は10分 か ら15分 で実 施 さ れ る。 試 験 官 の質 問 に答 え る一 方 、 受 験 者 自

身 も試 験 官 に質 問す る こ とが 要 求 され る。 実 際 の テ ス トが 始 ま る前 に、 簡単 な履 歴 や受 験 理 由 な ど を 書 く

用 紙 が 配 られ、 そ の情 報 を も とに した や りと りが 面 接 に含 まれ る。 ま た、 何 らか の課 題 が テ ス ト中 に 与 え

られ 、 そ れ に基 づ い た質 疑 応 答 も行 わ れ る。

テ ス トの結 果 は、"Bands"と 呼 ばれ る1か ら9ま で の 数 値 で 示 さ れ る。 大 学 で学 士 号 を取 得 す る た め

の英 語 力 と して は、6～7ポ イ ン ト(TOEFLの550～600点 に相 当)が 必 要 と言 わ れ て い る。

な お 、 日本 で は毎 月3回 ほ ど、 東 京 と京 都 の ブ リテ ィ ッ シ ュ ・カ ウ ンシ ル に て実 施 さ れて い る ほ か 、 大

阪 と名古 屋 で も月1回 の割 合 で行 わ れ る。

3主 と して 、JACETの 英 語 教 育 実 態 調 査研 究 会 の 行 った 、 大 学 生 向 けお よ び社 会 人 向 け の ア ン ケ ー ト

を 参 考 に した。 亀

4ワ ーキ ング ホ リデ ィ(Working　 Holiday)は 、 も と も と イ ギ リス連 邦 内 で の若 者 た ち の交 流 を 促 進 す

る 目的 で始 ま っ た制 度 で あ る。1980年 に、 日本 とオ ース トラ リア と の間 で 協 定 が 交 わ され 、 これ と同 じ主

旨の 制度 が 導 入 され た 。 次 い で85年 にNZと 、86年 に カ ナ ダ との 間 で も同 様 の協 定 が 結 ばれ た。 そ れ に よ

る と、18～25歳(NZの み30歳 まで)の 青年 が、 就 労 ビザ を取 得 す る ことな く、 そ れ ぞ れ の 国 で 働 き な が



ら旅 行 す る こ とが で き る。 した が って 、 オ ー ス トラ リアやNZの 若 者 が この制 度 を利 用 して、 日本 に もや っ

て 来 て い る。 日本 入 が この 制 度 を 利 用 して 出 か け る場 合 、 オ ー ス トラ リア とNZは12か 月 まで 、 カ ナ ダ は

6か 月 ま で(現 地 で6か 月 延 長 可 能)滞 在 で き る。

[参 考 資 料]

Lyn　 Connor　 "Living　 in　New　 Zealand:　 A　 Guide　 for　Immigrants"　 (GP　 Publications,1995)

Michael　 Garbutt　 &　 Kerry　 O'Sullivan　 "IELTS:　 Strategies　 for　Study"

(Macquarie　 University,1995)

Statistics　 NZ　 "New　 Zealand　 in　Profile　 1995"(Statistics　 NZ,1995)

UCLES,　 the　 British　 Council　 and　 IDP　 Education　 Australia　 "The　 IELTS　 Handbook"

(UCLES,1996)

語 学 学 校 各 種 パ ン フ レ ッ ト類

小 池 生 夫 他 『わ が 国 の 英 語 教 育 に関 す る実 態 と将 来 像 の 総 合 的 研 究(Ⅱ)一 学 生 の立 場 一』

(英 語教 育 実 態調 査 研 究 会 、1985年)

同 『職 業 人 か ら見 た 英 語 教育 に 関 す る実 態 と将 来 像 の 総 合 的 研 究 』(同 研 究 会 、1990年)

「地 球 の 歩 き方 」 編 集 室 『成 功 す る留 学:オ ー ス トラ リア&ニ ュ ー ジー ラ ン ド留 学 』

(ダ イ ヤ モ ン ド社 、1992年)

毎 日留 学 年 鑑刊 行 会 『留 学 ナ ビ:ワ ーキ ン グ ホ リデ ー編 』(毎 日 コ ミュ ニケ ー シ ョ ンズ 、1996年)



[資料]語 学留学に関するアンケー ト:集 計結果(自 由記述部分を除く)

[A]あ な た 自身 につ い て

0.性 別

1.男

2.女74

1.年 齢

1.15～19歳

2.20～24歳63

3.25～29歳24

4.30～34歳2

5.35～39歳2

6.40代1

7.そ の他3

無 回答1

2.所 属

1.高 校/高 専

2.専 門学 校2

3.短 期 大 学5

4.4年 制 大 学19

5.大 学 院0

6.社 会 人23

7.そ の他66

無 回答3

3.以 前 、 海 外 で 生 活 した こ と は あ りま す か:

くだ さ い]

1.な い

2.3ケ 月 以 内41

3.6ケ 月 以 内1

4.1年 以 内6

5.2年 以 内4

6.2年 を越 え る3

無 回 答1

[B]英 語 の 学 習歴

4,中 学 校 入 学 以前 に英 語 を 習 った ことが あ ります か:

49名(39.8%)

(60.2)

27名(22.0%)

(51.2)

(19.5)

(1.6)

(1.6)

(0.8)

(2.4)

(0.8)

5名(4.1%)

(1.6)

(4.1)

(15.4)

(0.0)

(18.7)

(53.7)

(2.4)

[2つ 以上の経験がある場合は、それを合計 して

67名(54.5%)

(33.3)

(0.8)

(4.9)

(3.3)

(2.4)

(0.8)

あ る場 合 、 ど の よ うに して習 い ま した



か[2つ 以 上 選 ん で もか ま い ま せ ん］

1.な い92名(74.8%)

2.幼 稚 園 で1(0.8)

3.小 学 校 で0(0.0)

4.塾 な どで22(17.9)

5.家 族 の者 に1(0.8)

6,個 人 教 授4(3.3)

7.そ の他2(1.6)

無 回 答2(1.6)

5.中 学 校 以 降 、 課 外 で(自 分 で)英 会 話 の学 習 を した こ とが あ ります か:あ る場 合 、 学 習方

法 と して該 当 す る もの を選 ん で くだ さい[2つ 以 上 選 ん で もか ま い ませ ん]

1.な い42名(34.1%)

2.ラ ジオ講 座21(17.1)

3.テ レ ビ講 座17(13。8)

4.テ ー プ類 を用 い て18(14.6)

5.英 字 新 聞 、 雑 誌 類 を用 い て6(4.9)

6.英 会 話 学 校45(36.6)

7.個 人 教 授11(8.9)

8.ク ラ ブ/サ ー クル活 動5(4.1)

9.そ の他4(3.3)

無 回答1(0.8)

6.英 語 の資 格 試 験 や留 学 生 試 験 を受 け た こ とが あ りま すか:[2つ 以 上 選 ん で もか まい ませ ん]

1.あ る(英 検)71名(57.7%)

2.あ る(英 検 以 外 の資 格 試 験:TOEFL,TOEICな ど)26(21.1)

3.あ る(AFS,ロ ー タ リー な どの 留 学 生 試 験)0(0.0)

4.な い が将 来 受 け る予 定28(22.8)

5.な い。 将 来 も受 け な い。14(11.4)

無 回答1(0.8)

[C]ニ ュー ジー ラ ン ド(=NZ)語 学 留 学 の動 機 ・目的

7.今 回、 海 外 で語 学 研 修 す るよ うに な った き っか けは何 で す か:[2つ 以 上 選 ん で もか ま い ま

せ ん]

1.な ん とな く7名(5.7%)

2.親 が勧 め た か ら4(3.3)

3.先 生 が勧 め た か ら1(0.8)

4.友 達 に誘 わ れ た か ら1(0.8)



5.仕 事 の 都 合 で4(3.3)

6.奨 学 金 を も ら った か ら1(0.8)

7.日 本 の 生活 が い や に な った か ら12(9.8)

8.海 外 で 生活 した い と思 って い た か ら54(43.9)

9.日 本 の 英語 教 育 で は ダ メ だ と思 った か ら15(12.2)

10.英 語 圏 の文 化 ・社 会 に触 れ た か った か ら41(33.3)

11.親 類/知 人 が い るか ら16(13.0)

12.本 物 の英 語 に触 れ た か った か ら36(29.3)

13.英 語 圏 で暮 らす のが 英 語 に上 達 す るよ い方 法 だ か ら63(51.2)

14,語 学学 校 の広 告 を見 て1(0.8)

15,ワ ー キ ン グ ・ホ リデ イ の制 度 が利 用 で き るか ら21(17.1)

16,そ の他[書 いて くだ さ い]:23(18.7)

8.今 回 の語 学 留 学 の 目的 は何 で す か:[2つ 以 上 選 ん で もか ま い ま せ ん]

1.特 定 の 目的 は な い12名(9.8%)

2.日 常 会 話(聞 く ・話 す)が で き る よ うに な る た め67(54.5)

3.英 語 力 の全 体 的 な レベ ル ア ップ の た め49(39.8)

4.英 語 的 な感 覚 を 身 につ け る た め21(17.1)

5.英 語 圏 の文 化 を理 解 す る た め19(15.4)

6.仕 事 で英 語 を使 う た め31(25.2)

7.将 来 、 英 語 圏 の 大 学 で 勉 強 す る た め18(14.6)

8.将 来 、 英 語 圏 で 生 活 す る た め13(10.6)

9.そ の他[書 いて くだ さ い]:15(12.2)

[D]語 学 研 修 につ いて(質 問11～13で 、 複 数 の ク ラ ス に所 属 の場 合 、主 た る ク ラス に つ い て、

ま た は全 体 を平均 して答 え て くだ さ い)

9.NZで 語 学 研 修 を始 め て どの く らい にな り ます か:

1,ま だ始 め たば か り19名(15.4%)

2,1ケ 月 以 内11(8.9)

3.3ケ 月 以 内28(22.8)

4.6ケ 月 以 内33(26.8)

5.1年 以 内16(13.0)

6,1年 を越 え る15(12.2)

7.2年 を越 え る1(0.8)

10.こ れか ら、 どれ く らい の期 間 、NZで 語 学 研 修 を続 け る予 定 で す か:

1.ま だ わ か らな い10名(8.1%)

2.1ケ 月 以 内24(19.5)



3.3ケ 月 以 内

4.6ケ 月 以 内

5.1年 以 内

6.1年 を 越 え る

7.2年 を越 え る

30(24.3)

19(15.4)

26(21.1)

7(5.7)

7(5.7)

11.英 語 ク ラ ス の レベ ル は、 あ な た に と って どの 程 度 で す か:

1(と て も低 い)1名(0.8%)

2

3

4

5(と て も高 い)

無 回 答

21(17.1)

65(52,8)

29(23.6)

5(4.1)

2(1.6)

12.英 語 ク ラ ス の授 業 内 容 は、 あ な た の希 望 と どの 程 度 合 って い ます か:

13.

14.

1(ま っ た く合 わ な い)

2

3

4

5(と て も合 う)

無 回 答

あ な た の ク ラス の人 数 を書 いて くだ さ い:

3人

4

5

6

7

8

9

10

11

12

無 回 答

何 人 の 先 生 に教 えて も ら って い ま す か:

1人

2

3

2名(1.6%)

18

40

41

20

2

(14.6)

(32.5)

(33.3)

(16.3)

(1.6)

4名(3.3%)

13

9

13

18

14

12

15

15

9

1

(10.6)

(7.3)

(10.6)

(14.6)

(11。4)

(9.8)

(12.2)

(12.2)

(7.3)

(0.8)

24名(19.5%)

69(56.1)

7(5.7)



4

5

6

7

8

9

10

無 回 答

17(13.8)

1(0.8)

1(0.8)

0(0.0)

1(0.8)

0(0,0)

1(0.8)

2(1.6)

15.日 本で受けた英語の授業との違いをどんな所に強 く感 じますか:[自 由に書いて ください]

16.正 規の英語クラス以外に、自分で1日 どのくらい英語の勉強を していますか:

0時 間8名(6.5%)

1

2

3

4

5

無 回 答

17.ど こに住 ん で い ます か:

1,ホ ー ム ス テ イ(単 独)

2,ホ ー ム ス テ イ(他 の 日本 人 学 生 と)

3,ホ ー ム ス テ イ(他 の外 国 人 学 生 と)

4.ア パ ー ト(単 独)

5.ア パ ー ト(他 の 日本 人 学 生 と)

6.ア パ ー ト(他 の外 国 人 学 生 と)

7.寮

8.親 類/知 人 の家

9.そ の他

無 回答

55(44.7)

25(20.3)

21(17.1)

5(4.1)

1(0.8)

8(6.5)

72名(58.5%)

3(2．4)

12(9.8)

4(3.3)

4(3.3)

20(16.3)

1(0.8)

1(0.8)

4(3.3)

2(1.6)

18.語 学 研 修 の成 果 は ど の程 度 あが って い る と思 い ます か 、 自己 評価 して くだ さい:

[わ か らな い場 合 は、0を ○ で 囲 ん で くだ さ い]

(1)聞 く力 0

1(ま った くな い)

2

3

4

4名(3.3%)

4(3.3)

20(16.3)

43(35.0)

36(29.3)



(2)話 す力

(3)読 む力

(4)書 く力

(5)語 彙力

(6)文 化理解

5

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

(十分にあった)

(ま っ た くな い)

(十分にあった)

(ま っ た くな い)

(十分にあった)

(ま っ た くな い)

(十分にあった)

(ま っ た くな い)

(十 分 に あ った)

(ま っ た くな い)

(十 分 に あ った)

16(13.0)

7名(5.7%)

4(3.3)

34(27.6)

37(30.1)

28(22.8)

13(10.6)

7名(5.7%)

5(4.1)

38(30,9)

49(39.8)

18(14.6)

6(4.9)

8名(6.0%)

4

36

50

19

6

(3.3)

(29.3)

(40.7)

(15。4)

(4.9)

8名(6.5%)

7

32

41

28

7

(5.7)

(26.0)

(33.3)

(22.8)

(5.7)

6名(4.9%)

5

21

32

40

19

(4.1)

(17.1)

(26.0)

(32.5)

(15.4)

(7)そ の 他[こ れ 以 外 の成 果 を具 体 的 に書 い て くだ さい]

19.語 学 研 修 全 般 につ いて 、 これ ま で の と ころ ど う思 って い ます か:

1(き わ めて 不 満)

2

3名(2.4%)

13(10.6)



344(35.8)

448(39.0)

5(と て も満足)13(10.6)

無 回 答2(1.6)

20.そ の よ う に思 うの は、 なぜ で す か:[具 体 的 に書 いて くだ さい]

[E]日 本 の英 語 教 育 につ いて

21.日 本 の 中学 校 、 高 校 、 大 学 な どで の英 語 教 育 はか な らず しも成 果 を あ げ て い な い と言 わ れ ま

す が 、 ど う思 い ま す か:

1(ま った くあ げ て い な い)32名(26.0%)

254(43.9)

328(22.8)

47(5。7)

5(大 いに あ げ て い る)1(0.8)

無 回答1(0.8)

22.(質 問21で 、1か2と 答 え た人 に)成 果 を あ げ て い な い根 本 的 な理 由 は 何 だ と思 い ま す か:

[2っ 以 上 選 ん で もか まい ま せん]

1.日 常生 活 で英 語 を使 わ な くて す む57名(46.3%)

2.日 本人 は、 あ ま り自己 主 張 しな い27(22.0)

3.日 本人 は、 言 葉 に よ る表 現 が あ ま り得 意 で な い16(13.0)

4.日 本人 は完 壁 主 義 のた め 、細 か い と こ ろを 気 に しす ぎる25(20.3)

5.英 語 と 日本 語 の違 いが 大 きい29(23.6)

6.そ の他23(18.7)

23.(質 問21で 、1か2と 答 え た人 に)成 果 を あ げて い な い制 度上 の理 由 は何 だ と思 い ます か:

[2つ 以 上 選 ん で もか ま い ませ ん]

1.授 業 時 間 が 少 な い10名(8.1%)

2.ク ラス の人 数 が 多 す ぎ る

3.好 き嫌 い に関 係 な く、 全 員 に教 え て い る

4.受 験 で ゆが め られ て い る

5.教 科 書 が よ くな い

6.施 設 ・設 備 が よ くな い

7.教 師 の質 に問 題 が あ る

8.教 え方 が よ くな い

9.そ の他

無 回 答

32

23

54

20

5

35

53

11

2

(26.0)

(18.7)

(43.9)

(16.3)

(4.1)

(28.5)

(43.1)

(8.9)

(1.6)

24.日 本 の英語教育 を改善 す るためには、ど うした らよい と思 いますか、あなたの提 言を書 いて ください。
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